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Circumstances of the opera production in Italy in 1980: 






２． アレッサンドリア国際オペラコンクール（Concorso Internazionale 






























クールに指定された演目は，W. A. Mozartの Così fan tutte「コシ・ファン・トゥッテ」






























ストロと二人の天才ピアニストに出会った。それがMaestro Edoardo MüllerとMaestro 






























に出会ったのは，後にも先にも Carlo Rizzi だけであった。今ではオペラの世界で知

















































































リアの新聞には「pericolo giallo」 ― 「黄色い危険」 ―つまり日本人（黄色人種）に仕
126
二神二朗／1980年のイタリアのオペラ界事情
事を奪われてしまう危険と題された記事が載せられる始末であった。
　私はこのオペラ公演を契機に新しいオペラ出演のオファーを受けることとなり，そ
の後イタリアで多くのオペラに出演し，オペラ歌手としての経験を積むことができ
た。またこの公演で出会ったソリストや指揮者，演出家らともその後何度も共演 する
機会を得，そのたびにオペラを通して学んだ数多くのことは，後の長きに亘る教員生
活での指導の礎となった。
　あの公演から40年近くが経ち，彼らのその後の活躍話を聞きながら，自分は本当
に幸せな音楽人生を送ることが出来たと嬉しく思うのであった。
